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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月29日(2020.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体を排出する排出部と、
　前記排出部の鉛直方向下方に配置され、前記排出部により排出される前記媒体が載置さ
れる載置面を有する排紙トレイと、
　前記排出部と前記載置面との間の空間において、媒体排出方向における上流側の退避位
置と下流側の進出位置との間で進退可能に構成されたシート部材と、を備え、
　前記シート部材の上面の摩擦係数は、前記載置面の摩擦係数以下に設定され、
　前記進出位置にある前記シート部材の媒体排出方向における下流端の位置は、前記シー
ト部材が無い場合に排出される前記媒体の媒体排出方向における下流端が前記載置面上に
先行して載置された前記媒体の上面に最初に接触する位置よりも、媒体排出方向において
下流側に配置される、
媒体排出装置。
【請求項２】
　排出される前記媒体の前記下流端と前記進出位置にある前記シート部材の上面とのなす
角度は、前記シート部材が無い場合に排出される前記媒体の前記下流端と前記載置面上に
先行して載置された前記媒体の上面とのなす角度よりも小さい、請求項１に記載の媒体排
出装置。
【請求項３】
　前記シート部材は、前記排出部により排出される前記媒体の前記下流端が排出されると
きに前記進出位置へと進出する、請求項１又は２に記載の媒体排出装置。
【請求項４】
　排出される前記媒体を検出する媒体検出器を前記排出部付近に備え、
　前記シート部材は、排出される前記媒体の前記下流端が前記媒体検出器で検出された後
に前記進出位置へと進出する、請求項３に記載の媒体排出装置。
【請求項５】
　前記シート部材は、排出される前記媒体の前記下流端が前記媒体検出器で検出された後
であって、排出される前記媒体の前記下流端が前記シート部材の上面に接触する前に、前
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記進出位置へと進出する、請求項４に記載の媒体排出装置。
【請求項６】
　前記退避位置にある前記シート部材の前記下流端の位置は、排出されて前記排紙トレイ
に落下する前記媒体の媒体排出方向における上流端の位置よりも、媒体排出方向において
上流側に配置される、請求項１から５の何れか一項に記載の媒体排出装置。
【請求項７】
　前記シート部材は、前記排出部により排出される前記媒体の前記上流端が排出されると
きに前記退避位置へと退避する、請求項６に記載の媒体排出装置。
【請求項８】
　排出される前記媒体を検出する媒体検出器を前記排出部付近に備え、
　前記シート部材は、排出される前記媒体の前記上流端が前記媒体検出器で検出された後
に前記退避位置へと退避する、請求項７に記載の媒体排出装置。
【請求項９】
　前記シート部材は、排出される前記媒体の前記上流端が前記媒体検出器で検出された後
であって、排出される前記媒体が前記載置面に落下する前に、前記退避位置へと退避する
、請求項８に記載の媒体排出装置。
【請求項１０】
　前記シート部材は、排出される前記媒体の前記下流端が前記シート部材上において媒体
排出方向における下流側への移動を開始した後であって、排出される前記媒体が前記載置
面に落下する前に、前記退避位置へと退避する、請求項６又は７に記載の媒体排出装置。
【請求項１１】
　排出される前記媒体は、複数の媒体が束ねられた媒体束であり、
　前記排出部は、前記媒体束を排出する、請求項１から１０の何れか一項に記載の媒体排
出装置。
【請求項１２】
　前記シート部材は、前記媒体の幅方向に複数配置され、
　前記媒体の幅方向中央寄りに配置される前記シート部材の進退位置は、前記媒体の幅方
向端部寄りに配置される前記シート部材の進退位置よりも鉛直方向上方に配置される、請
求項１から１１の何れか一項に記載の媒体排出装置。
【請求項１３】
　前記媒体の幅方向中央寄りに配置される前記シート部材の幅は、前記媒体の端部寄りに
配置される前記シート部材の幅よりも広い、請求項１２に記載の媒体排出装置。
【請求項１４】
　前記媒体の幅方向中央寄りに配置される前記シート部材の厚さは、前記媒体の端部寄り
に配置される前記シート部材の厚さよりも厚い、請求項１２又は１３に記載の媒体排出装
置。
【請求項１５】
　前記載置面に載置された前記媒体の上面位置を検出する媒体面検出器を備え、
　前記媒体面検出器で検出した前記上面位置に基づいて前記排紙トレイが昇降することに
より、前記進出位置にある前記シート部材の前記下流端が、前記載置面に載置された前記
媒体の上面よりも上方に位置する、請求項１から１４の何れか一項に記載の媒体排出装置
。
【請求項１６】
　前記媒体排出装置は、前記媒体に液体を吐出する処理装置から前記媒体を排出する装置
であり、
　前記媒体に吐出された前記液体の量が所定量以上である場合に前記シート部材を前記進
出位置に進出させる、請求項１から１５の何れか一項に記載の媒体排出装置。
【請求項１７】
　媒体を排出する排出部と、
　前記排出部の鉛直方向下方に配置され、前記排出部によって排出される前記媒体が載置
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される載置面を有する排紙トレイと、
　前記排出部と前記載置面との間の空間において、媒体排出方向における上流側の退避位
置と下流側の進出位置との間で進退可能に構成されたシート部材と、を備え、
　前記シート部材の上面の摩擦係数は、前記載置面の摩擦係数以下に設定され、
　排出される前記媒体の媒体排出方向における下流端と前記進出位置にある前記シート部
材の上面とのなす角度は、前記シート部材が無い場合に排出される前記媒体の前記下流端
と前記載置面上に先行して載置された前記媒体の上面とのなす角度よりも小さい、
媒体排出装置。
【請求項１８】
　請求項１から請求項１５の何れか一項に記載の媒体排出装置と、
　インクを吐出する記録部によって記録された媒体に後処理を行う後処理部と、
を備える、後処理装置。
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